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	Ⅰ　ロードマップに位置付けられた研究・調査課題
	Ⅰ-１ ハザード・ばく露実態の評価に必要な科学的知見の集積
	Ａ 研究事業
	（１）ばく露量推定の精緻化に関する研究
	（２）食品中の化学物質・汚染物質のばく露と健康影響に関する研究

	Ｂ 調査事業
	（１）アレルゲンを含む食品のファクトシートのための科学的知見の収集等に関する調査
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	Ａ 研究事業
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	（２）化学物質・汚染物質のリスク評価における新たなエンドポイントに関する研究
	※ （参考）マイクロバイオームの考え方の一例
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	https://www.fao.org/3/cb8667en/online/src/html/microbiomes-a-food-safety-perspective.html
	（３）食品により媒介される微生物等※の特性及びその健康影響に関する研究

	Ⅰ-３　新たなリスク評価方法等の活用
	Ａ 研究事業
	（１）食品分野における新食品及び新食品素材のリスク評価の手法の研究
	（２）新たなアプローチによる評価方法（NAMs）に関する研究
	（３）ベンチマークドーズ法（BMD法）のリスク評価への活用における課題を明らかにす　　る研究
	（４）デジタルトランスフォーメーション（DX）推進に関する研究
	Ｂ 調査事業
	（１）農薬の再評価に係る諸外国の状況調査
	（２）食品添加物に係る諸外国の状況調査
	（３）デジタルトランスフォーメーション（DX）推進に関する調査


	Ⅱ　その他の研究・調査課題
	（１）研究者からの提案に基づく研究
	上記の研究課題以外の食品健康影響に関する研究について、幅広く研究者からの提案を求め、その中からリスク評価に有用な研究課題を採択し、研究を実施する。

	（２）緊急性の高い食品健康影響評価に関する研究・調査
	上記の研究課題のほか、食品安全委員会が必要かつ緊急性があると認める課題又はリスク評価業務の支援に資する課題について、研究・調査を実施する。


	Ⅲ　食品健康影響評価を担う若手専門家の育成枠
	食品健康影響評価の的確かつ継続的な推進に向けて、将来の食品のリスク評価を担う専門家を育成することを目的として、研究事業の中で、若手研究者※を主任研究者とする研究課題を一定程度採択する。研究課題については、Ⅰ及びⅡを含めて広く食品健康影響評価に関するものを対象とする。
	※ 現時点の若手研究者の定義
	令和６年４月１日時点において、年齢が、男性の場合は満40歳未満の者（昭和59年４月２日以降に生まれた者）、女性の場合は満43歳未満の者（昭和56年４月２日以降に生まれた者）、又は博士号取得後10年未満の者。ただし、産前・産後休業又は育児休業をとった者は、満40歳未満又は満43歳未満の制限に、その日数を加算することができる。


